
今
年
開
通
す
る
北
陸
新
幹
線

目
新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ク
と
し

て
期
待
さ
れ
る
『
上
回
ハ

l
プ

橋
』
H
長
さ
2
7
0
m
、
幅
ロ
・

8
m
、
中
央
の
主
塔
(
高
さ
筋

m
)
白
両
側
に
け
本
田
ケ
ー
ブ

ル
を
斜
め
に
張
る
斜
張
橋
で
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
鉄
道
橋
と
し
て

は
、
圏
内
で
最
長
H

謹賀



4
v
-
H
J
2弓

主
主
D
AF

f

UFJ弓
y
d
2
2

1
3
2
三

t

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

待
望
の
上
信
越
自
動
車
道
が
開
通

し
、
上
岡
市
は
続
た
な
時
代
の

一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
高
速
交
通
の

使
利
さ
を
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が

実
感
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

市
商
地
か
ら
上
聞
官
長
イ
J

タ
I
チヱ

ン
ン
に
ア
ク
セ
ス
す
る
悶
迫
1
4
4

q
は
、
す
ば
ら
し
い
景
観
を
持
つ

4

点
線
道
路
と
な
り

『し
な
の
本
通
り
』

と
量
祢
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

沿
線
で
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
が
ま
ち

づ
く
り
協
議
告
を
組
織
し
、
市
内
で

初
め
て
の
規
制
限
協
定
が
鞘
ば
れ
ま
し

た
。
市
民
が
主
祉
と
忽
う
て
ま
ち
づ

く
り
を
埋
め
る
と
い
う
街
た
伝
動
き

が
こ
れ
か
ら
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
り
に
、
今
年
は
北
陸
新
併
線
が

附
通
し
ま
す
。
上
回
駅
の
蔵
づ
く
り

胤
の
外
観
は
そ
の
盟
を
現
わ
し
、
開

票
に
向
け
て
品
々
と
工
事
が
進
ん
で

い
ま
す
。
す
で
に
笹
井
沢
ま
で
試
験

走
行
も
始
め
ら
れ
て
お
り
、
斬
型
車

両
が
聾
を
見
せ
る
臼
が
待
た
れ
ま
す
。

駅
周
辺
で
も
、
ま
ち
づ
く
り
団
体

の
皆
さ
ん
に
よ
る
『
温
梨
臼
パ
ザ

l

ル
』
や
北
再
開
幹
組
上
田
ハ

I
プ
蝿

上
で
の
ハ

I
プ
コ
ノ
サ

1
ト
が
大
成

功
を
お
さ
め
、
開
通
に
向
け
て
期
待

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に

e

も
昨
年
は
、
市
民
M
V
J世
に
な
っ
て

い
く
つ
か
の
イ
ベ
ン
ト
が
削
か
れ
ま

し
た
。
『
リ
ヨ
ン
植
物
品
術
館
コ
レ

…
ク
ン

，

f
上
山
特
別

M
-
ゃ
、
雨

乞
い
行
事
に
関
わ
る

『蝿
』
プ
レ
サ

ミ
ッ
ト
な
ど
で
す
。
ま
た
、
上
関
市

が
同
開
会
蛾
観
光
都
市
の
間
定
を
畳

。
け
て
初
め
て
の
同
開
会
議

『車
問
回

日
中
鉄
道
協

h
者
主
務

E
協
鴻
』
が

…
聞
か
れ
る
な
ど
、
人
と
人
の
ふ
れ
あ

“
い
の
中
か
ら
斬
た
な
立
派
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
高
速
宜
通
時
代
で
は
、

.

『地
域
の
白
狐
』
を
活

mし
た
地
域

.

の
個
性
が
浮
か
び
出
る
ま
ち
づ
く
り

.
が
、
ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
き
ま

す
o

-
d周一

m，f川
ru必
ヨ
タ
ヂ

上
川
駅
の
周
辺
で
は
、
お
減
口
の

e

厳
市
川
倒
や
駐
輪
泌
が
オ
l
プ
M

し、

e

温
泉
口
で
も
交
通
広
場
な
ど
の
工
事

が
逝
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
街
路
の

輯
備
も
辿
み
、
上

m交
通
刷
所
線
の

…
肉
離
化
工
事
も
本
物
化
し
ま
す
。

(眠
祢
)
上
回
斬
備
も
、
平
成
H

句
庄
の
開
通
を
め
ざ
し
て
担
ピ
ッ
チ

の
工
事
が
逝
め
・
切
れ
て
い
ま
す
。
千

曲
川
立
印
地
区
か
ら
の
上
凶
駅
へ
の

ス
ム
ー
ズ
な
ア
ク
セ
ス
の
た
め
、

(恒
祢
)
上
間
大
俗

(国
事
業
)
や

築
地
下
之
郷
バ
イ
パ
ス

(県
事
藁
)

な
ど
の
理
状
道
路
と
と
も
に
、
堤
防

道
路
の
監
備
に
よ
り
交
通
渋
掃
の
解

消
に
大
き
な
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

お
減
口
の
再
開
発
事
章
も
、

上
岡

市
の
聞
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
侮
点
と

な
る
よ
う
に
、
早
期
の
事
業
化
に
向

け
て
進
ん
で
い
ま
す
。

ラ
ラ
弱
い
叫
必
J

型

以
以
づ
て
り
電
話
法

借
や
せ
る
ご
み
の
有
料
化
・
指
定

盟
場
入
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
全
且
の

協
h
M
で
暗
然
と
議
属
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
み
問
闘
に
つ
い
て
は
、

一
人
ひ

と
り
が
臼
ら
の
問
闘
と
し
て
考
え
、

行
動
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。
ご
み

の
指
定
謹
・
有
料
化
の
導
入
は
、
自

ら
が
住
む
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に

つ
い
て
意
且
を
出
し
合
う
良
い
僚
会

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
年
は
、
カ
ン

・
ビ
ン
な
ど
燃
や

せ
広
い
ご
み
の
極
量
化
、
再
白
面
化

に
本
格
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
地
球

理
壇
の
保
全
は
わ
た
し
た
ち

一
人
ひ

と
り
の
四
酷
で
す
。
自
然
と
の
共
生
、

主
し
い
景
観
を
大
切
に
、
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
埋
め
て
い
き
ま
す
。

目/
ぢ
古
口
ハ
山
品古
川
町
該
当

ι{即日り一-

中
心
繭
届
衝
で
は
、
海
野
町
市
問
防

衛
阪
興
組
合
の
骨
さ
ん
が
『
山
陽
野
町

パ
ー
ク
』

(立
体
駐
車
場
イ
ベ
ン

ト
広
樹
・
ポ
ケ

ッ
ト
パ
ー
ク
)
を
出

品
し
、
活
性
化
の
た
め
の
ま
ち
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
巴
も
市
街
地
に
賑
わ
い
を

取
り
戻
す
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め、

(匹
祢
)
池
波
正
太
郎
記
意
館
、

写
真
聾
術
館
の
ほ
か
に
も
民
間
活
力

を
導
入
し
た
住
宅
監
備
を
進
め
ま
す
。

市
街
地
以
外
で
も
東
山
の
固
有
体

3
2
7
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
取
悶
し
て
、

『
ふ
る
さ
と
の
葬
』
と
し
て
活
用
を

図
q

て
い
き
ま
す
包
ま
た
、
周
辺
地

区
を
古
め
て
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
生

か
し
た
庫
章
の
飯
興
に
世
立
て
る
た

s昨
年
を
振
り
返
っ
てご

ili!llラ左足'!9. 【21
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E 理1
H;月
図書
消淵

EE 
初 パ
めイ
式 ク

隊

8
月

・

m
g
上
図
特
別
康
司
フ
ラ
ン
ス

絹
織
物
l
王
朝
芸
術
の
精
葦
リ
ヨ
ン

鎗
物
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』

(
3

泊
目
〉

/
上
回
の
花
火
大
会

9
月

・
6
8

県
営
上
図
野
嫁
場
後
工
式

-
w
B
9
月
定
例
市
級
会初
m-m
B

(5
却

B
)

・日間B

農
家
集
落
排

水
音・灘
下
小
島
地
区
後
エ
式

(下
小

2
月

・
目
白

(仮
称
)
よ
回
大
橋
起
工

式

(上
塩
尻
)
・
四
包

第
二
次
女

性
行
動
計
画
策
定
委
員
会
答
@

3 
月

-5日

3
月
定
例
市
盛
会
招
集
目
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め
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

や
県
立
工
科
短
期
大
学
校
が
立
地
す

る
地
域
性
を
生
か
し
て
、
ハ
イ
テ
ク

描
維
セ
ン
タ
ー
や
非
同
科
学
位
術
総

合
研
究
所
の
語
致
を
進
め
、

『学
前

研
克
柿
市
』
の
主
現
に
掠
め
ま
す
。

さ
り
に
、
宝
白
地
区
の
植
成
を
詰

問
し
た
盟
主
体
験
世
習
胞
設
も
、
今

春
の
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

戸
高
一
苦
情
四
ラ
安
否
宮
中
日
平
行

Jτe
一円
J
H

社
主
君
主
b
レ
τut-54一沼山
lfz一戸

次
代
を
担
う
チ
ど
も
た
ち
の
た
め
の

政
軍
も
計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

教
育
施
設
を
整
え
る
た
め
、
第
一

中
学
院
は
平
成
日
年
の
聞
肢
を
目
慌

に
位
告
出
品
に
岩
手
し
、
ま
た
、
各

小
中
芋
伎
の
旋
設
や
通
学
路
の
整
備

を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
情
報
セ
ン
タ
ー
も
活
問
し
な
が
句
、

こ
れ
か
ら
の
高
度
情
械
佑
社
会
に
対

応
で
き
る
人
材
の
育
成
を
函
句
主
す
。

副
館
化
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
、

平
成
8
年
度
に
は
2
か
所
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
堕
備
に
若
手
し
ま
し

た
。
特
に
、
世
代
聞
の
交
流
を
図
る

た
め
、
神
川
地
区
に
は
児
童
セ
ン
タ

と
の
組
合
施
設
と
し
て
埋
設
し
て
い
ま

す
。
常
閏
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、

千
曲
川
右
山
地
区
で
初
め
て
痴
呆
性

老
人
を
対
象
と
し
た
純
設
と
し
て
、
既

に
川
月
に
オ
ー
プ
ン

K
子
主
。
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
今
後
も
計
画
的
に
監

備
を
進
め
て
い
金
量
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
生
き
が
い
と
諮
り
の

持
て
る

『削
造
・
活
力
・
と
き
め
き
の

ま

ち

上

凶
』
を
め
ざ
す
た
め
に
、
市

民
全
て
の
皆
さ
ん
が
ご
書
加
い
た
だ
き

ま

1
雪
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

(
j
n
目
)
・
回
目
上
信
越
自
齢

車
道
太
郎
山
ト
ン
ネ
ル
開
通
式

(
現
地
)
・
目
白
下
重
賞
最
終
処

-
ン
-n

分
喝
起
エ
式
.
初
日

土
図
扇
面
大

学
・
春
休
み
草
笛
セ
ミ
ナ
ー

(
メ
デ
ィ

ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A
j
引
日
〉

4
月

・
1
日

司長
野
県
市
町
村
災
害
時

相
互
応
媛
筒
定
』
を
県
内
全
市
町
村

L
-
ん

と
他
締
結
/
商
郵
保
育
園
鰻
エ
式
・
5

日
i

塩
圏
西
山
争
被
開
綬
式
圃

mgT

上
旬
市
-m
林
漁
業
体
験
実
習
館
等
建

般
エ
事
起
工
式
(
上
-
a
m
R
)

5
月

・
8
8

功
労
者
表
彰
式

-
u
B

景
観
箇
定
認
定
式
(
『
園
道
1
4
4

号
沿
線
ま
ち
づ
く
り
住
民
飽
定
』
が

よ
田
市
景
観
条
例
に
事
づ
〈
第
1
号

の
隊
定
)

6
月

.
4
8
平
成
8
年
度
長
野
県
総
合

防
災
訓
練
(
上
沼
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン

ド
憶
か
)
・
n

B

S
月
定
例
市
機

会
招
集
目

(
s
n
B
)

7
月

・
1
8

『燃
や
せ
る
ご
み
の
指
定

袋
導
入
・
有
料
化
』
実
施
・
日
目

フ
ォ
ー
ラ
ム

『水
と
窓
林
を
考
え
る

5
爾
乞
い
の
縛
オ
カ
ミ
は
磨
る
』

(
安
楽
寺
、

5
U同
日
)
圃
円
M
B

帝

政
由
理
般
会
〔
市
内
向
地
区
、

5
W月

初
目
)
・
目
白
上
園
わ
っ
し
ょ
い

/
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A
開
館

1
周
年
犯
念
イ
ベ
ン
ト

島
公
民
館
)
園
初
日
東
京
上
回
会

股
立
記
念
の
集
い
(
東
京
}

叩
月

-w目
上
図
古
戦
場
ハ

l
フ
マ
ラ

ソ
ン
大
会
〈
上
図
菅
平
1
C
周
辺
}

.
時
日
平
幽
川
温
泉
主
園
建
園
総

会
・

η
日
(
仮
称
〉
上
回
新
橋
起

工
式
(
現
地
)
・
四
目
察
緩
院
機

員
総
選
挙
・
最
高
舞
判
所
後
判
官
自

民
審
査
長
野
県
知
事
温
挙
由
自
目
〒

臨
時
市
援
会
・
お
目
ウ
エ
ダ
・
ピ

ア
時
(
市
民
体
育
館
ほ
か
、

3
幻
自
)

・
目

g
常
図
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
開
所
式

円
月

・
2
日
中
村
直
人
没
後
四
周
年
回

限
度
〔
j

n
日
)
・
3
日
ハ
イ
ウ
ェ

イ
フ
ェ
ス
タ
関
h
上
図
菅
平
(
上
信

鍾
自
動
車
道
上
回
菅
平
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
)
・
7
日

国

道
1

4
4
号
4
車
線
化
竣
工
式
・

η
g

Z
し
，
噌

l

中
園
寧
波
料
理
フ
ェ
ア

(
j
u
目
)

/
別
所
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

・
刊
日
よ
信
組
自
働
車
道
開
通
園

時
日
公
共
下
水
道
間
部
処
理
巨
終

末
処
理
婦
起
ヱ
式
(
下
之
条
)
・

m

B

功
績
者
・
炭
鉱
膨
式
.
初
包
海
野

町
パ
ク
鑓
工
式
/
ま
ぼ
ろ
ぼ
の
霊

交
流
会
館
起
工
式
(
矢
沢
)

ロ
月

・
1
目
障
害
者
等
共
同
作
業
所
開

所
式
(
倉
升
)
・
3
B
η
月
定
例

市
機
会
傾
倒
業
日

(
5四
回
)
・
4
目

e
φ
鉄
道
納
闘
力
者
実
務
者
箇
機
(
上

図
商
工
会
幽
暗
所
〉
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が
ん

心
疾
患
な
ど
高
度
な
医
療
に
も
対
応
す
る

• 

[4] 1 

悶
立
点
目
病
院
と
同
ヰ
K
野
病
院
(
上
山
田

町
)
の
統
A
U
に
よ
り
、
平
成
6
年
度
か
ら
国
立

点
打
同
病
院
敷
地
内
に
悠
設
を
進
め
て
い
た

『国

立
新
病
院
』
の
工
事
は
順
調
に
進
み
、
今
年
7

月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
凶
立
新
病
院
は、

が
ん
治
療
の
川
町
内
中

骸
施
設
と
し
て
高
度
か
つ
梨
学
的
医
療
、
循
環

器
病
を
対
象
と
し
た
尚
度
救
急
医
療
、
難
病
や

周
産
期
(
出
産
前
桂
白
時
期
)
白
医
療
を
中
心

に
展
開
す
る
総
合
診
療
施
設
を
め
ざ
し
て
い
ま

す。
新
病
院
は
次
白
項
目
を
テ
マ

に
し
て
い
ま

す。

!1i1lIラ左足"!9
-・国立病院前には、 1Jj 6日から運行される 『循環パス』も停車します.

ご利用ください。詳細は14-15ページをご覧ください.

①

u・
号
車
ん
怠
慢
明
と
高
度
な
医
療
樟

情
申
提
供

⑧
晶
た
た
か
み
骨
畠
晶
患
者
サ

I
ピ
Z
申

実
語

⑧
帳
遁
怠
・
魯
蜜
岡
由
創
遁

@
地
岨
曙
申

E'a鳴
と
の
温
情

高
度
医
療
機
器
が
樫
僻
さ
れ
、
ま
た
医
療
ス

タ
ッ
フ
も
充
実
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
他
白
地

域
の
病
院
に
依
存
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
、
が

ん
や
心
臓
病
な
ど
に
対
応
し
た
向
度
な
総
合
診

療
も
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
救
急
専
的
病
床
が

整
備
さ
れ
、
救
急
受
け
入
れ
体
制
が
、
年
間
を

過
し
て
対
応
で
き
る
よ
う
に
充
尖
さ
れ
る
な
ど
、

上
岡
市
の
医
療
問
泌
の
解
消
が
則
待
さ
れ
ま
す
。



V病室には各部屋に
トイレを配置

企入院患者の環筑にも配置した明るく機能
的な甫室 {病棟北側lま個室、南側，.4人部
屋)

国立新病院の概要

f場所j土田市'1J.ts.丘1丁目27書"21号居立東臼符配.地

[1昔草摺結j

EがんにNす吾医療がん/j酬の中結晶君昔とLての高度医師・'f!r.畠医療心of-!担をや心と Lた前車器の高度者世E車

.. 純正車 E原病 ・リウマチ:l'の摩府をtls!とLた専門医躍

E周1.l1li，医療圏直'l1li/1"11事にかか吾母子医療

aその他 (中tK.病院としてのへき幼/1I1I1)
[研摩j

A世布(!UI研醇;，，，ターを島置L、書躍医lJ1従事事の本陸研値

および韮i1研師寺仔フ。

f宥席最7 λ屍定*..'420*、外来定書 500λ 
[1t1l科目 白'3ft車科))

内fI/i府伸再/伸'Ji内科/If唖器再/絹仕器科/市摺器科/

小盟再/珂fI/JfJfJjf.fl JI)居#同/fi妙嵯#再/心置血苛#

fI/.皮膚科/必Giiiii科/直再/却λ再/腹科/耳鼻t、んよう再

/ リハどリ テーニノヨ ノ科/fI.射Iffl/(j>>(瓦震対応J/，麻酔

再/ リウマチ再/ι・λlIlIJ' ，クはありまぜん

.病棟等構成図

分繰

手続 。中将

管理鯵門 ー医局

外来E全線 {ヱノトランス〉

2虫射.i台療

R ". 

[51 I1iIllラfir.!9. 1. 1 

7備

， .. 

I rNICU 1底J

教怠(30康} 循環器 (42床). ~ 踏
rlCU6底J

脳外科 ・
盤器外科

霊E外科

盆庫 ー

カルテ鳳噂

z 

自立新商院完成予想図



-
ま
ず

け
川
皮
な
総
合
的
診
療
を
行
一
つ
同
JU

斬
病
院
が
完
成
し
て
も
、
軽
い
病
気

で
も
皆
さ
ん
が
こ
の
凶
立
新
耐
院
に

か
か
っ
て
い
て
は
、
外
米
ば
か
り
が

混
雑
し
せ
っ
か
く
鴨
川
剛
し
た
川
良
伝

的
機
能
を
じ
ゅ
っ
ぷ
ん
尭
仰
で
き
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
既
山
什
の
医
山
官
隊
聞

の
能
h
A
も
生
か
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

同
で
は
幻
世
紀
の
医
療
の
在
り
占

に
つ
い
て
、
地
域
の
診
山
引
所
を

『か

か
り
つ
け
医
』
と
し
て
位
世
づ
け
、

ま
た
、
さ
ら
に

『地
域
弘
山
立
限
的

『
か
か
り
つ
け
医
』
で
受
診
し
ま
し
ょ
う

I

恥
』
『
特
定
峨
能
病
院
』

へ
と
体
系

化
し
、
治
山
引
所
と
病
院
の
機
能
分
拘

を
進
め
る
こ
と
を
検
訂
し
て
い
ま
す
。

l
m市
で
は
、
凶
立
新
病
院
オ
ー

プ
ン
の
こ
の
機
会
に
、
既
打
什
の
医
線

機
関
白
能

h
を
じ
ゅ
一
つ
ぷ
ん
に
克
押

す
る
五
策
、
新
病
院
の
機
能
を
刊
か

す
占
策
助
手
を
検
討
す
る
た
め
、
新
病

院

・
医
師
会
と
協
議
を
始
め
て
い
ま

す。
市
民
自
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に

下
に
医
的
』
機
関
を
利
用
で
き
る
よ

ぅ
、
利
用
心
誌
を
は
山
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
悶
立
新
病
院
開
院
に
あ
わ

せ
市
内
の
救
急
医
療
体
制
の
見
直
し

も
進
め
て
い
ま
す
。
見
直
し
後
の
赦

企
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た

め
て
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

[6] 広喜Fラ~J.! 9.

-
新
病
院
入
口
が
変
更
に
/
周
辺
道
路
も
整
備

市
で
は
問
。
ザ
軒
両
院
開
院
に
あ
わ

せ
て
病
院
刷
辺
の
辺
路
慎
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

①
正
而
リ
(
南
円
)
辿
和
的
地
路
凶

止
新
病
院
正
而
へ
の
進
人
路
と
し
て

耐
院
尚
側
に
道
路
を
新
設
し
ま
す
。

②
都
市
川
州
道
路

・
上
町
駅
大
足
綜

か
ら
①
の
道
路
ま
で
の
拡
幅
格
的

町
市
計
画
道
路
と
し
て
終
備
し
ま
す
。

③
北
円
述
絡
道
路

t
mバ
イ
パ
ス

か
ら
凶
立
新
病
院
北
側
ま
で
の
拡
幅

拡
腕
(
一
郎
新
設
)

7
H
I
口
の
新
病
院
開
院
桂
も
、

道
路
杉
山
剛
」
恨
は
引
き
続
き
行
わ
れ

ま
す
。
ご
御
凶

h
を
お
願
い
し
ま
す
。

厳罰.星空

3北口連絡道路
r"，.""，山帽

上岡バイパス

O 

:ltlj'学校

， lEiIl口週絡温路
{南口}
車温.分'"月末完成予定

一 吾、



上田市の

救急医療
.日曜当番医制度

f，f; I1の;己悩に対応するため、町{和33"j以来 LIlI<1;医師会か

!'I unに尖胞Lている 'H;nです。脱hは医師会、尚科医師会

白川"医師会で:J~施 L ています。

、『市耐医院については、消防;時におJ:Hl、作わせください。

また、吋11の新聞にもttJ.慨されています。

フーー
上
山
田
町
の
国
立
長
野
病
院
は
、

長
野
日
赤
病
院
の
分
院
に

.夜間急患センター(救急センター)
1..附11の伐11¥1

('1後 6lI ~j30分か

ら午後1011与まで)

医師会館(材木川)

内に IJf]，立。内科

(小児科) 1穴削が

診察します。

[1!ID:il拘992J

I 口

-画置屋霊璽哩圏
膚止される園立長野術院隊長野回赤
痢鍵の分院として特色ある病俊に

統
合
に
よ
り
廃
止
さ
れ
る
現
在
の

国
正
長
野
病
院
(
上
山
間
町
)
は
、

長
野
再
卜
字
病
院
が
後
を
引
き
受
け
、

こ
由
民
野
赤
十
字
病
院
の
分
院
と
し

て
ス
ポ
ツ
医
学
を
取
り
入
れ
た
総

合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と

し
た
特
色
あ
る
病
院
に
当
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。

ま
た
、
日
齢
。
げ
付
金
に
対
応
し
て
、

-当番薬局制度
r"，草分業か進む<1'で、 11l'品i吋需Y人 .'1度、世mY~;υ』センタ

干'IJiI，v，-など緊急時に対応するため、休日当高葺J;;j制度を干成

5 '1から、世間吋需聾j"j制l止を昨年7けから上田薬剤師会で

実施しています。 iiきつけの藁/"jが対応できない場合に利JIl

できます。

f，f; 11は、 1-./I 1小山地域で8軒の当帯薬局が、午前9時から

'1佳 7時までIJfH"jLます。叶11の斬聞をご覧くださ L、。

'1 後 711!jから事!日白河川 71J.， までは、 世!品l 当罫11;己jが I~]I，，)

したまま待機Lています。まず、"U，]百で確認Lてくださ L、。

[世 ll : l'lIr番~J，，} J，!l )IJ 刈 ， :'i 阻ゆ0660J転送，白話を使Alしてい

ますので、判吋蝉剤師が対応するまでに少 しお待ちいただく

場のもあります。

僚
盈
型
病
床
m
出
床
も
設
抗
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、
国
立
病
院
統

合
ま
で
の
経
過
を
踏
ま
一え
市
も
協
力

し
て
い
き
ま
す
。

.救急医療体制(痛院群輪番制)
緊急な入院や下術が必:aな比}代のために、上田小県地域の

6両院で36511、吋需病院(輪需副院)を決め対Jt;Lています。

また、 1:1111'1;では輸吊嗣院を補元するため、医師会の協})

により救急協})副院を決め重傷出{';の救:':1，に備えています。

救急・Fは、入院やT術を必要とする'fi傷患者に対応するの

かJJ;tWJです。、ド成 7'rN立は、救:':llftで搬送Lた.rJ.白書の44%は

織送した医療機関からすぐにその場で合li宅できる忠布でした。

!J の時のための拙立，1，11主です、よ‘1"こ使いま Lょう。

広高Fラx!.!9.【71



<l;傍輩t え 2上 ろ 幡
からで神ら 0 田聾樺下t
れ 白作社れ 1市ら と 郷i
てケつ白て 1豊 れ 呼 の
いヤた応い 7殿た ぽ 深主
まキ立居ま 0地 か れ 区E
す の派にす O区は親神
。 御なは。 ~~ 不し社

聾神注L 、 のの明まは
年木連め60 武領で れ
9に縄Eキ 週主すて地
月もがロ 長{山1が い 元
の同 停グ 瓦石f、まの
末じりラ 祈政矢。す人
に 注 Eム 願 勝 沢Z。び
共辿 liほ 所(領いと
同制 官ど と 1~つに
でかリ、白 伝 6 現 ご 八

こ
の
よ
う
に
、
古
く
か
ら
の
習
わ
し
が
今
も

守
ら
れ
て
い
る
む
を
見
ま
し
で
も

『
八
幡
様
』

は
人
び
と
の
心
の
な
か
に
生
き
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

神
社
か
ら
ま
っ
す
く
下
郷
の
集
落
へ
道
が
続

き
、
そ
由
迫
に
沿
っ
て
水
量
の
豊
か
な
小
川
が

川
附
丘
る

流
れ
て
い
ま
す
。
昔
は
、
そ
の
川
辺
に
蛍
が
た

す 昨 製
。年作

の し
注 て
連 応
縄居
をに

思野
木、

に 烏
巷磨
くか
の ら
だ お
そろ
うし
で た

O 

， 

【81

子
ど
も
の
権
利
条
約
が
批
准
、
発
効
さ

れ
て

2
年
余
り
た
ち
ま
す
。
子
ど
も
は
保

護
白
対
輩
、
と
い
つ
の
が
日
本
の
伝
統
的

な
慣
習
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
子
と
も
は

「
凶
歳
未
満
白
人
間
」
で
あ

る
と
、
権
利
条
約
で
は
規
定
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
、
ひ
と
こ
ろ
男
の
子
は
国
の
た
め
、

国
家
発
展
の
た
め
に
役
立
つ
宝
で
し
た
。

で
も
、
子
ど
も
の
備
利
条
約
の
考
え
方
は
、

子
ど
も
は
地
球
目
宝
、
と
す
る
も
の
で
す
。

健
全
な
子
ど
も
が
い
な
い
と
、
健
全
な
地

球
は
続
い
て
い
か
な
い
と
い
う
考
え
方
で

す
。
し
か
も
、
だ
れ
で
も
平
等
で
人
間
と

し
て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
と
す

る
考
え
が
基
本
に
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
宜
子
差
別
撤
廃
条
約
今
ま

で
は
男
性
白
人
権
保
障
に
偏
っ
て
い
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
は
女
性
白
備
利
も
、
と
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
は
未
成
年
者
白
人
権
も
保
障
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
社
会
的

差
別
を
畳
け
て
い
た
身
体
障
害
者
と
か
、

歩
数
民
族
等
を
守
り
地
球
に
住
ん
で
い
る

人
す
べ
て
を
、
人
間
と
し
て
草
霊
す
る
こ

と
を
実
現
し
て
い
こ
う
と
す
る
大
き
な
流

れ
の
中
で
自
動
き
で
す
。
そ
れ
が
子
ど
も

由
備
利
条
約
制
定
の
大
き
な
背
景
で
す
。

だ
か
ら
、
地
球
全
体
白
考
え
方
が
変
わ
っ

て
い
く
は
ず
で
す
。
子
ど
も
の
権
利
条
約

と
い
う
由
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
大
人
白

考
え
方
を
か
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
っ

$1/1ラ){'E9.
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「固定資産税』

n 

く
さ
ん
舞
っ
た
と
い
い
ま
す
。
今
は
周
囲
の
環

境
が
変
わ
り
、
昔
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
互

に
な
る
と
蛍
の
盛
が
且
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

集
部
田
中
白
閑
静
な
道
の
か
た
わ
ら
に
、
小

さ
な
石
白
道
し
る
べ
が
あ
り
ま
し
た
。

『
右

新

や

白

竹

上

回

』
『
左

と

よ

さ

と

大

や
』
と
読
め
ま
し
た
。
『
と
よ
さ
と
』
は
豊
里

村
の
こ
と
で
、
明
治
犯
年
に
成
立
し
て
お
り
ま

す
か
ら
、
道
し
る
べ
は
そ
れ
以
降
の
も
の
で
し
ょ

う
。
こ
こ
に
そ
の
よ
う
な
道
標
が
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
旅
の
人
び
と
の
通
行
が
多
か
っ
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

上
信
越
自
動
車
道
の
上
田
口
l
マ
ン
橋
が
す

ぐ
眼
目
前
に
見
え
る
場
所
に
は
、
地
蔵
尊
が
安

註
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
文
化
9
年
の
建
立
と

あ
り
ま
す
か
ら
、
今
か
ら
1
8
4
年
前
の
こ
と

に
な
り
ま
す
。
モ
ダ
ン
な
ロ

l
マ
ン
橋
と
古
い

地
蔵
草
の
盗
は
、
地
域
の
変
貌
を
卑
置
す
る
よ

う
に
も
見
え
ま
し
た
ロ

訪
れ
た
時
は
、
事
い
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
白
花
が

手
向
け
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
か
ら
、
今
も
信
仰

す
る
人
が
す
く
な
く
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

生
活
改
善
セ
ン
タ
の
庭
に
は
、
江
戸
中
期

陪

fb

の
六
地
蔵
や
時
頭
観
音
な
ど
が
安
世
さ
れ
て
お

り
、
下
郷
は
石
仏
の
里
と
い
っ
た
感
じ
が
し
て

く
る
の
で
し
た
。

(平
野
勝
重
)

て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
む

し
ろ
、
そ
う
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
白
よ
う
な
基
本
的
な
条
約
の

内
容
も
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い

う
事
実
に
出
会
い
ま
す
。
こ
白
条
約
は
、

将
来
を
見
通
し
て
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
有
意
義
に
成
長
す
る
た
め
に
役
立

つ
条
約
と
思
い
ま
す
。
し
ば
ら
く
諸
条
約

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
人
権
同
和
対
策
課
(
困

I
3
7
2
)
 

軍厘の評価はどのように行っているのか教えてくだ

さい。

家屋が新築された場合、地方事務所または市役所の

税務課の職貝がお伺いして、陸般の処材や形、外壁の

部材や基礎、各部屋の天井・按・床等の材質、程度、意や設備

等を見させていただき、これを自治省の 「固定資産(家屋)評価

基準」にあてはめて、その家屋をl坪価しています。「同定資産 ;

(家屋)評価基準」では、木造家屋は29樋類、非木造家屋は12

e 種類、プレハプ家匝は 3縄類に区分されており、それぞれにつ:

いて毘恨、外際、基礎、住、内壁等の基準が定められています。

例えば、木造の専用住宅の内壁の部材については、 102楠

類あり、それぞれの評価額が定められています。したがって、

内壁がクロス貼りか京控かによ勺て評価額は異なり、また、値

i諸に洗浄器がついているかL、ないか、窓が普通ガラスかペアガ

ラスか二重サッンかなどによっても評師額は異なってきます。

家屋の評価に当たっては、使われている辿材等を的確に把握

することが、重要ですので、地方事務所または市役所で家屋評

価にお伺いしたときは、ご協力をお願いいたします。

年数を経過した霊屋の評価額はどうなっているのか

教えてください。

建軍後年数を経過した家屋については、 3年に一度

評価額の見直しを行っています。この方法は、見直し

の時在において、評価の対象となった家屋と全く同じ家屋をそ

の場所に新車するものとした場合に必要とされる路軍費を求め、

この価格から家屋の経過年数による損耗額を減額して評価しま

す。

例えば、 20年前に評価額が 100万円だ勺た木造の専用住宅

は、現在同じものを建てるとすると、約 30 0万円かかること

になり、この価格から経過年敢による損耗額 22 5万円を減じ

て現在白評価額は、約75万円ということになります。

聾輩横何年も経った軍厘の評価額があまり下がりま i

せんがどうしてですか。

」二二可 固定資産税でいう家屋の評価額は 般的にいわれる
唱A3 t 
1工二二」時価(商取引上田売買価格)とは異なります。Q2で

ご説明したとおり、占い家屋でも同じものを今建てるとした場

合の建築費が基準となります。 したがって 3年ごとの見直しの

結果、 3年前に比べて資材質や労務質等由jJ!聾自由上昇が、経

過年数等の減在 (減価償却と同じもの)を上回るときには、そ

の家屋の評価額は、jjij年度より高くなります。 しかし、年々古

くなり倒耗していく家屋については、原則として前年度の評価

額を上回らないこととされています。このため、建築費の上昇

率が再川、場合は、評価額が下がらず同じ評価額が、 3年を超え

:て続くことがあり、見直しをしても位額が下がらないことがあ!

:ります。なお、税額が上がることは原則としてありません。 i 
i・問い合わせ 税務課 (困 1295-1297)

1 7 !1i1llラ~r.!9【9l



上惜越自動車道とともに、上田市の

高速空通網の大動脈の一つに位置付け

られる北陸新幹暗。今年の軟に予定さ

れる完成に向けて、現在、工事は量特

段階に入っています。北陸新幹線は完

成すると、東京~上田聞の所要時間が

大幅に短縮されることになります。

秋の完成に向け、

認
試
験
を
行
う
予
定
で
す
。

な
お
、
日
月
M
日
に
は
、
高
崎

t

北
雌
新
幹
線

(
高
崎
1
長
野
間
)

e

軽
井
沢
聞
で
北
陸
新
幹
線
の
官
業
車

は
、
上
越
新
幹
線
高
崎
駅
か
ら
長
野

柄
で
あ
る

E
2系
試
験
電
車
白
走
行

駅
を
経
て
長
野
車
輔
基
地
に
至
る
延
試
験
が
開
始
さ
れ
、
県
下
初
白
新
幹

長
1
1
7
・
4
帥
の
路
線
で
す
。

e

線
乗
り
入
れ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ル
ト
は
、
高
崎
市
内
で
上
越
市

ヲ
y
ド

7
タ
王
回
ハ
E
プ
帽
』

幹
線
か
ら
分
岐
し
て
軽
井
沢
駅
へ

・

そ
の
桂
、
御
代
田
町
経
由
で
佐
久
市
新
幹
線
は
、
丸
子
ト
ン
ネ
ル
を
抜

内
に
主
り
、
子
曲
川
沿
い
の
台
地
を
け
、
千
曲
川
に
架
か
る
第
二
千
曲
川

ト
ン
ネ
ル
な
ど
で
通
過
し
、
千
曲
川
橋
梁
を
護
っ
て
上
田
駅
に
向
か
い
ま

を
渡
っ
て
上
田
駅
に
入
り
ま
す
。
上
“
す
。
こ
の
橋
は
、
清
流
千
曲
川
に
架

田
か
ら
は
坂
城
町
、
戸
倉
町
、
更
埴
か
る
夢
を
運
ん
で
く
る
新
幹
線
の
橋

市
白
山
麓
を
五
里
ヶ
峯
ト
ン
ネ
一
ル
で
梁
、
そ
し
て
、
上
田
市
発
展
の
シ
ン

通
過
、
篠
ノ
井
駅
付
近
か
ら
信
越
本
ポ
ル
と
し
て
親
し
み
の
あ
る
霊
称
と

線
沿
い
に
進
み
、
長
野
駅
に
到
逮

L
-
い
う
こ
と
で
、
そ
の
藍
を
諜
器
の
ハ
!

ま
す
。

プ
に
見
立
て
た
と
こ
ろ
か
ら

『上
回

設
置
さ
れ
る
駅
は
、
高
崎
駅
か
ら
・
ハ
ー
プ
橋
』
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

順
に
(
仮
体
)
新
安
中
駅

・
軽
井
沢
中
央
由
主
塔

(
高
さ
町

m)
に
日
段

駅

・

(仮
称
)
佐
久
駅

・
上
田
駅
・
白
ケ
ー
ブ
ル
を
斜
め
に
張
る
斜
張
橋

長
野
駅
の

5
駅
で
す
。

…
と
よ
ぼ
れ
る
醇
式
で
、
コ
ン
ク
リ
l

現
在
、
信
越
本
線
上
野
1
上
回
開
ト
鉄
道
橋
と
し
て
は
園
内
最
長

(約

の
所
要
時
間
は
、
最
短
の
特
急
で
約

2
7
0
m
)
で
す
。

2
時
間
別
分
程
度
で
す
が
、
新
幹
線
昨
年
日
月
に
は
、
上
回
ハ
l
プ
橋

の
開
通
に
よ
り
東
京

5
上
回
聞
の
所
を
中
心
に
、
軌
道
体
験
ウ
ォ

1
ク
や

要
時
聞
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

ハ
ー
プ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
開
催
さ

高
崎
S
輯
井
沢
聞
で
章
行
鼠
腫
同
値
れ
、
お
お
ぜ
い
白
書
加
者
の
皆
さ
ん

に
、
刻

一
刻
と
近
づ
く
新
幹
線
の
閲

上
田
市
内
の
新
幹
線
工
事
の
進
捗
過
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

状
況
は
、
本
体
工
事
に
つ
い
て
は
、

『歯周
』
壷
イ
メ

E
ジ

sよ
田
昭
島

's

軌
道
工
事
が
す
で
に
完
成
し
て
お
り

ま
す
。
電
気
工
事
は
、

l
月
下
旬
か
城
下
町
白
面
影
を
、
ま
ち
白
顔
と

ら
実
際
に
電
気
を
流
し
て
の
最
終
確

…
し
て
未
来
に
受
け
継
く
た
め
に
、

上

耳
鼻
柏

1
・7
M
S斬
幹
輔
の
揖
匪
，
、
，

Mduj 

E
E
E
 

群馬県

~---~事

~ 

造E量
日醐公園】

山 a
4叩 酌

..井沢町

"臨符》

【敏遭翠股公開J
酬 嗣… 長野県
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‘
干

、
与
、

E 彊
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一
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閏
の
伝
統
と
個
性
を
生
か
し
た

『蔵
』
…
照
明
に
よ
っ
て
、
上
回
域
ゆ
か
り
白

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
上
回
駅
舎
も
、
す
っ
…
真
田
氏

『六
文
銭
』
白
紋
が
浮
か
び

か
り
そ
白
姿
を
現
し
ま
し
た
o

n
上
が
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

駅
舎
白
外
装
は
、
上
部
が
白
色
で
、

…

現

在
は
内
装
な
ど
の
工
事
が
進
め

下
部
に
県
御
影
石
を
使
用
す
る
こ
と

日
ら
れ
て
お
り
、
今
後
は
電
気
な
ど
の

に
よ
っ
て

『蔵
』
の
イ
メ
ー
ジ
を
与
…
工
事
が
行
わ
れ
、
開
通
に
向
け
て
者

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夜
間
は
間
接
.
東
に
進
ん
で
い
ま
す
。

篠ぷ!e;

須野宿御.通E

上国市

昨年12月17日、上田駅 「お城ロJに、市営

の 『駐輪場』と 『駐車場』がオ プンしまし

た。駐輪場1;12階建てで、 1100'1舎を収容、駐

車場は 2層 3段構造で、 270台を収容できる

施設です。

使用料については「広報うえだJ11月16日号

でお知らせLたとおりですが、駐車場につい

ては、 30分以内は無料となっております。上

田駅周辺における交通渋，帯緩和のためにも、

ぜひ、ご利用ください。

. '南北連絡通路』の関連施股も使用開始

上田駅南北連絡通路の 「お城口Jr温泉口』

両側に、エ丈カレ夕、エレベタが設

置され、昨年12月17Bから使用開始となりま

Lた。これにより、在来線橋よ駅舎への利便

性の陶上が図られるものと期待されます。

また、観光案内所と公衆トイレ(観光案内

所の昆)も、あわせて開設されま Lた。観光

案内所については、 4月から坂城町、戸章町、

上山田町、東筑摩郡北部の町村を吉めた16市

町村の観光情報を提快Lていきます。

皆さん、おおいにζ利用ください。

上
回
邸
お
窃
閲
諭
鐙

ー
南
北
連
絡
通
路
関
連
施
設
も
使
用
開
始

i
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内
容
盛
り
だ
く
さ
ん

寒
い
冬
も
創
造
館
へ

••• 

今年も元気に
マルチメディア体験スポッ

『メディアランドUEDAJ]へ

遊びに来てね/
1月4EIから開館します0

.インターネ ット体験全

1月12日旧)・同19日間午桂2時から〆無料

.アフター 5セミナー

fホームベージ作成問座 (上級編)J 

1月16日(-!i午挫6時30分から/定員16組

/害加賀2000円
.上固まん広かネ ットオフラインミーテ ィング

I月26日旧)午控 3時から

.節分企画・パソコンで鬼のお面を作ろう 〆

2月2日旧}午桂 l時30分~同3時3C分

/定員16組/書加担1000円

-
中
・

高
年
入
門
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き

1
月
日
日
出
午
前
9
時

1

午
桂
4
時

マ

対
量

上
小
地
域
在

伎
の
閃
歳
以
上
の
か
た

マ
定
員

初
名

(先
着
服
)

マ

畳
情
料

1

0
0
0
円

マ
市
申
し
込
み

l
月
7 ト

日

ω午
前
9
時
よ
り
電
話
で
創
造
館

倫
窃
1
1
1
1
〉
へ
ど
う
ぞ
。

-
お
た
や
祭
り
の
山
車
の
展
示

マ
と
き

l
月
凶
日
凶

1
剖
日
幽

午
前
9
時

5
午
桂
5
時

-
パ
ソ
コ
ン
教
室

(基
礎
編
)

マ
と
き

1
月
団
自
由
午
前
9
時

1
午
後
4
時

マ
対
車

上
小
地
域

に
在
住

・
通
勤

・
通
学
し
て
い
る
凶

歳
以
七
の
か
た

マ
定
員

別

名

(先
刑
制
服
)

マ
畳
構
料

3
0
0

0
円

マ
由
申
し
込
み

l
月
臼
日
制

午
前
9
時
か
ら
電
話
で
創
造
館
へ

-
在
間
パ
ソ
コ
ン
教
室

(基
礎
編
)

マ
と
き

1
月
別
日

ω・
2
日
制

午
桂
6
時
加
分

1
9時
泊
分

マ
対

車

上
小
地
岐
に
在
住

・
通
勤

・
通

学
し
て
い
る
同
歳
以
上
司
か
た

マ

定
員

別

名

(先
着
順
)

マ

畳
鵬

上田市マJげメディア情報センター

鑑輩:椀?にと;:L=

料

3
0
0
0円
マ

申
し
込
み

l
月
ロ
日
間
午
桂
l
時
か
ら
電
話
で

畳
け
付
け

-
よ
小
地
方
自
獅
子
頭
と
装
車
属

マ
と
き

1
月
幻
日
ω
1
2
月
2

日
田
午
前
9
時

i
午
後
5
時

マ
入

場

稿

料

出川
『箪

3
目
上
田
・
小
県
映
憧
祭
』

(上
園
地
場
広
域
行
政
事
務
組
合
主

情
)
を
同
時
間
値
し
ま
す

-
パ
ソ
コ
ン
教
室

(
一
太
郎
ワ
ー
プ

ロ
樋
}

マ
と
き

l
月
間
ω
自
由

-m日
側

午
前
9
時

i
午
桂
4
時

マ

対
象

上
小
地
域
に
在
住
・
通
勤

・
通
学
し

て
い
る
同
歳
以
上
の
か
た

マ
定
員

加
名

(先
着
順
)

マ

畳
檎
料

6
0
0
0円

マ
a申
し
込
み

1
月

日
日
附
午
前
9
時
か
ら
包
括
で
。

1
 

2
 

1
 

【

お年寄りのぼけについての相談会
マとき 1月27日開午桂 16.]-同4時30分 ?ところ

悶齢者嗣祉セノターマ相股担当者 圃立小諸療養所

・槻内静子さん 7相餓料 冊料 V申し込み 個人相

臨で予約制です。相談希盟のかたは、 1月24日までに申

し込みをしてくださt、。マ聞い合わせ 上悶市デイ サ

ピスセノター(Dlm4126)

次
の
椅
様
か
ら
、
温
か
い
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
小
弁
企
昭
二
機

(下
川
原
柳
町
)

古
典
文
学
金
蝿
ほ
か
全
岨
冊
/

北
小
学
校
へ

マ
置
名
/
5
万
円

マ
上
園
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
栂

苗

本
2
4
0本
/
上
回
占
職
場
公
圏

内
事
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ

マ
久
保
図
七
三
織

(兵
庫
集
神
戸
市
)

/
凹
万
円
/
報
恩
寮
へ

守
地
図
昌
一
様

(上
況
)
/
l
万
円

/
社
会
福
祉
基
金
臨
立
金
と
し
て

マ
違
和
商
事
棚
機
/
3
0
0万
円
/

上
回
市
文
化
掘
興
基
金
積
立
金
ヘ

マ
上
園
市
福
祉
カ
ラ
オ
ケ
大
会
重
行

聾
員
会
機
/
叩
万
円
/社
会
福
祉

基
金
積
立
企
と
し
て

マ
刷
よ
図
青
年
会
蝿
所
織
/
巣
箱
却

個
V
日
置
電
機
欄
様
/
苗
木
2
3
5
0

本
/
塩
図
西
小
学
位
ヘ

マ
幅
八
+
ニ
銀
行
機
/
児
童
用
図
容

日
セ
ッ
ト
/
神
科
・
畳
居
小
学
校

へ
マ
趨
向
間
代
機

(豊
島
)

車
い
す

2
台
/
中
央
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
利
用
者
に

マ
中
村
重
機

(黒
坪
)
/
盟
民
芸
術

作
品
1
占

V
醐
リ
コ

織
/
白
川
宇
プ
ロ
ッ
タ
l
・

ス
1
.ハ
!
ノ
!
ト
パ
ソ
コ
ン

マ
オ
ル
ガ
ン
針
輯
槽
/
1
0
0
万
円

/
上
岡
市
文
化
振
興
越
金
と
し
て

マ
石
弁
蝿
槽

{中
常
図
)
/
5
万
円

/
高
齢
者
間
社
の
た
め
に

I1iIllラ.AE9.



新成人の皆さん (~計E41AEZE限定隼)

成人式へどうぞ

大
学
入
学
資
格
検
定

説
明
会
と
個
別
相
談

1月15目。'J<I
聖け付け午後 1時から
式典午後 1時30分から

上田市民会館
マ問い合わせ

青少年聾哩!Il35103)

(1 

---
V
と
き

1
月
お
日
出
午
桂
1
時

加

分

か

ら

マ

と
こ
ろ

蔵
春
闘

(
長
野
市
)
マ
申
し
込
み

電
話

で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
(
書
加
は

無
料
)
。

マ
問
い
合
わ
せ

大
検

情
報
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タ
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月白 惜し 阿賀時間 入場 問い合わせ

1/. メラニー ・'"リデイ
19∞ 有料 よ図市青

側初 ニョーイヤーコンサート 社会鞍陣

1ト日l 上田市消防出初式式典 "∞ 
上岡市
消防部

，，~ 
岩本誕生

"∞ 有料
MIN-ON 

ものまねコレウション 長野

.二の丸 1-2 上田市民会館

ザンテラ齢五ji

嵐の中の子どもたち

東部町文化会館

入
札
(見
積
)参
加
願

管
財
課
へ
ど
う
ぞ
/

••• 
平
成
9
年
度

-m年
度
に
市
が
購

入
す
る
物
品
と
、
市
が
発
注
す
る
怨

設
工
事
ま
た
は
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
の
入
札

・
見
積
に
害
加
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は

『
入
札
(
見
積
)

害
加
願
』
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
畳
付
期
間

物

品

2
月
3
日

叩

i
同
犯
日
幽
、

工
事
・

コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト

3
月
3
日
側

l
同
剖
日
開

マ
そ
の
他

物
品

指
定
用
紙
は

1
月
か
ら
官
財
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

工
事

・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

募
集
要

項
は

1
月
か
ら
管
財
諜
で
お
挫
し
し

ま

す

。

マ

書
類
の
提
出
問
い
合

わ
せ

管
財
諜
(
本
庁
舎
4
階

・
困

1
2
6
5酬
明
⑬

5
1
1
4
)

セレ越川

1/" 第 2回『鮪九in1:!レスJ
"∞ 有事ヰ

セレス
咽J 演奏会 ホー"

3/¥3 まる己事一番寄席
18:30 有刺

セレス
倒制 三道理解圃楽 ・3長太郎綾子重 ホー"

3/15 中吾圭三コンサートツア
18:3日 有料

セレス

企J '97 Spinning ホーJレ

丸子町文化会館

ホールこだま
間[42)3436

S訴事寄席

ιZ戸家鶴八さんほか〉

信州国際音楽村

田園田園固

八日堂縁日で
¢拶交通規制
医盟盤国1月7日脚午 1 

マ
つ
く
し
の
会
機
/
7
2
3
8
0円

/
図
書
館
の
備
品
購
入
に

マ
さ
く
ら
銀
行
土
国
主
居
職
員

一
同

機
/
率
い
す
5
台
/
社
会
福
祉
に

マ
放
内
藤
喜
代
美
機

(緑
が
丘
北
)

円遺
族
代
表
・
内
藤
恵
吉
機
]/

1

0
0
万
円

V
長
野
中
央
ホ
ー
ム
醐
上
回
宮
難
所

機
・
祢
あ
み
も
の
学
校
機
/
3
5

0
5
0円
/
社
会
福
祉
基
金
に

マ
三
井
か
つ
み
機

(東
部
町
)

向

海
置
夫
微

(真
園
町
)
/
1
5
0

万
円
/
報
恩
梨
に

マ
上
国
市
立
東
小
学
校
P
T
A
申
常

図
支
部
機
/
2
万
円

マ
民
間
重
機

(よ
小
島
)
/
書
箱
日

冊
マ
丸
木
美
術
館
へ
行
こ
う
実
行
垂
員

会
機
/
丸
木
世
画
伯
額
入
り
色
紙

/
上
野
が
丘
公
民
館
麗
示

マ
弁
図
準
三
郎
機

(星
野
市
)
/
図

書
3
冊
/
北
小
学
校
へ

マ
脚
上
園
小
県
歯
科
医
師
会
機
/
歯

プ
ラ
ン

1
5
0
0
本

マ
上
田
市
彊
股
事
業
協
同
組
合
機
/

田
万
6
0
0
0
円
/
自
然
と
喧
境

保
謹
へ
の
主
撞
(
ほ
た
る
水
路
)

事
業

マ
高
山
量
機

(下
之
条
)
/
3
万
円

/
上
回
古
職
場
公
園
内
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
時
計
購
入
に

マ
大
正
琴
鈴
木
会
機
/
印
万
円
/
高

齢
者
福
祉
に

7
よ
岡
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ

1
ゴ
ル
フ

大
会
実
行
垂
員
会
微
/
1
0
0万

円
/
上
田
市
文
化
据
興
基
金
に

〈
平
成
8
年
4
月
2
日
か
ら
9
月
日

日
受
け
付
け
分
〕
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-情報テーブル・

昨句 101j 1口から埴m.}lj凶地区を r8の下」形で以方向Iに凶る、術

開パスが.iill行されています。

このパス路線は、上III交通別所綿の 「λ学川Jr且ilI1町Jr別JYr温以』

各駅に按統しながら、 1 1:112使 (1:JII/IlU10似)を毎日迎行Lています。

停問所も45か所 {別所線の駅、病院、学校、泊施設付近など)と、き

め細か く 設問されていますので、通勤 ・ .i.1!i:，(~.fí.、通院昔 、 目い物在、 泊

施設利川占、観光客などの幅広い侍さんのご利川をお願い Lます。

ご利用ください/

千曲川左岸(需品区)
循環パス

「
市
内
循
環
バ
ス
(
右
岸
)
」

が
運
行
さ
れ
ま
す

昨
年
同
月
の
千
曲
川
左
即
循
環
ハ
ス
(
梅
田

・
川
西
地

区
)
由
通
行
に
引
き
続
き
、
今
年
l
H
6
日
か
ら
千
曲
川

右
岸
地
区
に
も
描
環
パ
ス
路
線
が
、
パ
ス
事
業
者
に
よ
り

開
設
さ
れ
ま
す
。

こ
の
パ
ス
路
線
は
、

2
路
線
あ
り
、
ど
ち
ら
も
J
R
上

田
駅
前
を
発
着
、
双
方
向
で
運
行
し
、
市
街
地
に
あ
る
公

共
施
設
な
ど
を
結
び
付
け
、
各
施
設
利
用
者
白
交
通
手
段

の
備
保
と
中
央
市
街
地
の
活
性
化
を
悶
る
た
め
開
設
さ
れ

る
も
の
で
す
。
な
お
、
運
行
川
ス
金
制
は
、
東
コ
ー
ス

(
斜
線
で
説
示
)
に
つ
い
て
は
上
泣
観
光
パ
ス
昧
式
会
社
、

西

コ

ス

(架
線
で
表
示
)
に
つ
い
て
は
千
曲
パ
ス
峠
式

会
社
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
お
ぜ
い
の
皆
さ
ん
白
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
運
行
開
始
日

1
月
6
日

開

マ

運
行
経
路

署
車

コ

ス

J
R
上
田
駅

3
合
同
庁
舎

1
国
立
病
院

i
市
役

所
1
J
R上
田
駅
を
双
方
向
に
循
環

[距

離

約

9
・
4

師
、
所
車
時
間
約
羽
分
、
パ
ス
伴
数
幻
ヵ
所
]

寄

西
コ
!
ス

J
R上
田
駅
l
国
立
病
院
l
J
R西
k
田
駅

i
苅
齢
者
嗣
祉
セ
ン
タ
ー

i
J
R土
問
駅
を
双
方
向
に
循

環

[距

離

約

H
師
、
所
員
時
間
約
叫
分
、
パ
ス
停
数

お
カ
所
]

マ
運
行
回
数
・
運
行
時
間

循
環
パ
ス
時
刻

表
白
と
お
り
マ
料
金

各
乗
車
区
間
ご
と
に

1
4
0円
・

2
4
0
円

・
3
0
0
円
白

3
段

階

マ

問
い
合
わ
せ

交

通
対
策
謀

(困

1
5
6
1
)、
な
お
迎
行
に
つ
て
は
①
東

コ
l
ス
七
恒
観
光
パ
ス
耐
窃

5
1
2
1
)
②
西
コ
ー

ス
千
州
パ
ス

(圃
@
2
3
6
3
)
へ
ど
う
ぞ
。

1
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1
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a. 
' 

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

(
円
月
届
け
出
分
・
勤
職
紘
略
)

金
仲
介
武

一

北
常
川

池
闘
い
〈
よ

置

弁

向

山

貞

夫

舗

が

丘

側

点

石

油

押

安
藤
美

久

温

凶

街

町

小

宮

山

ふ

よ

新

町

傑
畠
野
武
人
常
曾
町

名

和

睦

北

常

国

山
極
昆
￥

大

湯

大
久
保
あ
い

生

塚

遺
議
と

め

子

馬

絹

町

堀

ま

さ

よ

岩

門

小

勝

利

通

西

脇

小

体

遺

明

院

内

.循環パス時刻表(主なバス停)

車コース

(上回~-文化会館合庁前~国立病険前向市役所~上田駅)

よ園駅 日:15 11:00 14:00 16:00 

t田デイサーピ̂ 'ン;-前 問 1100札8114051問
文化会館合IT前 18:23 11咽 4.凹 16:曲

染谷高校前 ι25 11咽 1014:108ι;恒国66ー-':1F10守6
北小学校前 8:33 11:18 14:1 

目立病院前 8:37 1引 :2216:22 

市役所前 8:42 .11 :27 ， 14:27116:27 

上園駅 8:45 11 :30 14:30 16:30 

上園駅 9:00 12:00 15:00 17:00 

市役所前 9:02 12:02 
12:;1702 

国立病院前 9:08 12:08 17:08 

北小学校前 9: 12 112:12 15:12 17咽 12

染谷高校前 9:191，2:19115:19 17咽 19

文化会館合庁前 9:22 12:22 15:22 17:22 

常国デイザーピスセン;-前 9:23 12:23'15:23 17:23 

よ図駅 9:30 12:30115却 17:30 

西コース

(上園駅~国立病院前ω 西上園駅~高鍋者福祉センタ一向上回船)
F 

よ図駅 ，8:45 '0:30; 13・3015:30 U 

市役所前 8:48 10:33 13:33 日:;:国立病院前 、自:52 10:37 13:37 

産院前 8:55 10:40 13:40 15:40 

西上田駅 自:06 10:51 13:51 15:51 

アクアプフザ入口 9:1310:ES1350831156;:0曲3 
高齢者幅値センター 自:18 11:03 14 

よ図駅 ‘9:25 11:10 14:10 16:10 

よ白駅 '9:401'1:20 14:15 16:15 

高齢者福祉センター 自:48 11:28.14:23 16:23 

アウアプフザ入口 .9:52 11 :32 

同:35酉よ園駅 10:00 11 :40 14:35 

産院前 10・0811:48114:43 16:43 

国立病院前 10:12 11:52114:47 16:47 

市役所前 ¥0:16 11 :56.14:51 16:51 

よ図駅 10:20112:00 14:55116:55 

位
入
春
子

大
田
忠

鴎

加
磁
利
雄

問
中
日
野

坪
悶
信

f

竹
内
猛
犬

山
辺
よ
そ
の

阪

府

見

市
村
疋
情

。
以
降
子

円

山

消

本
間
慶

一

大
滞
好
子

黒
海
好
之

依
岡
ケ
ン

滝

薄

繍

柏

原

術

提

保

滝
沢
正
衛

小
見
山
取
し
叫

72 75 89 80 92 81 56 80 79 79 83 76 96 72 

城

北
上
山
市
此

ひ
か
り

秋

和
分

去
分

公

開

入

台
ω

梓
川

新

聞
林
之
郷

北
天
神
町

上
常
田

岩

下

中

級
中

野

下
溢
尻

分

去

新

聞
秋

卯

新

民

n
赤
抱
強
剛
力

民

島

田

制

佐

結

"
と
き
子

木

町

田

帥

松

山

文

刻

上

位

、

質

問

田

片

槻
チ

ヨ

岩

下

例

日

熊

本

千

恵

子

材

木

町

。

担

山

崎
忠

俊

北

常

削

帥

制

緩

口

智

男

桜

台

町

内

芥

誠
実
代
子
富
士
見

台

岨

河

蔽

保

二
郎
治

i川
原
柳
町

田

制

小

体

汀

治

太

子

町

H

W

村
松

-
乃

三
野
町

田

拍

手

嫁

せ

き

子

神

畑

制

打

石

井

広

を

み

愈

升
柄
引

れ

竹

内

き

さ

中

之

条

目

帥

背

水

栄

吉

新

盛

時

制

小

体

弘

治

川

辺

町

訂

日

今

井

つ

や

馬

場

町

市

川

丸

山

姥

直

仁

古

関

帥

白

川

村

憲

三

北

大

手

引

n
山

本

亀

治

大

属

加

山
口
恵
英
子
下
紺
脳
町
帥

回

毎

悶

ま

さ

い

染

畠

引

竹
内
作
子

分

去

刷

関

口

秋

子

大

曲

問

生

内

尚

徳

術

浦

野

田

中
山
文
子

中

常

川

町

列
島開

米

金

仲

介

回

玉
弥
爵
一

小

牧

刊

餅

次

興

市

天

神

町

m
開

山
浦
基
介
上
川
原
幽
柳
町
旬

今

井

ミ

な

上

本

都

町

宮
原

市

子

卿

沢

帥

管
泌
氏X
女

石

神

田

磁
滞
清

男

敏

和

利

回

増

田

鎌

田

均

北

常

悶

制

小
出
豊
治

Tζ
条

町

別

府

壬

次

下

縦

割

中

村

氏

良

村

木

町

η

平

体

今

朝

者

院

内

帥

沌

滞

る

り

江

手

塚

町

四

『だ
れ
も
が
住
み
た
い
村
づ
く
り
』

農
業
農
村
整
備
事
業

と
き

1
月
間
自
国
・
悶
日
同
午
前
叩
時

i
午
後
6
時

と
こ
ろ
ジ
ャ
ス
コ
上
回
庖
(
常
田

2
丁
目
)

問
い
合
わ
せ
よ
小
地
方
事
帯
所
土
地
改
良
第
一
課

嗣
岨
坦
7
1
3
0
)

、J

・
叩
目
間
四
ゆ
ど
、
予
震
の
.
殖
に
あ

此

記
J

る
市
町
村
聴
員
中
央
研
修
所
と
い
う

副

院

」
と
こ
ろ
へ
研
修
に
行
ラ
て
き
た
.
北

f
¥
海
温
か
-b
沖
縄
ま
で
の
広
縄
広
聴

担
当
省
u
m
人
が
・
農
家
り
、
寝
食
を
尖
に
し
念
が

ら
の
研
修
だ
.
い
ろ
い
ろ
な
φ
島
の
鶴
麗
が
あ
っ

た
が
‘
そ
の
ゆ
で
も
、
受
織
蓄
が
持
ち
寄
ヲ
た

そ
れ
ぞ
れ
の
広
報
紙
を
グ
ラ
フ
ィ

ヲ
ク
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
栂
舗
が
枇
僻
す
る
と
い
う

『広
縄
ク

リ
ニ
ッ
ク
』
と
い
う
創
刊
目
が
勉
強
に
怠
っ
た
・

自
分
の
番
で
は
、

-m
に
な
ラ
て
い
た
と
こ
ろ
を

鋭
〈
術
摘
さ
れ
た
が
右
に
げ
怠
い
と
ニ
ろ
を

少
し
工
夫
す
る
と
、
ず
い
ぶ
ん
す
っ
き
り
し
た

レ
イ
ア
ウ
ト
に
怠
る
・
研
修
の
成
果
を
生
か
ぜ

る
よ
う
に
今
隼
も
が
ん
ば
り
ま
す
・
(
た
怠
か
V

-
よ
簡
に
よ
信
組
超
自
勧
車
道
が
開
通
し
て
‘
隠

や
1
か
月
半
・
市
と
し
て
も
今
複
、
高
速
遭
を

利
用
し
て
還
方
か
ら
も
上
園
に
防
れ
て
も
ら
え

る
よ
う
窓
、
鳳
絡
を
待
つ
個
性
あ
る

『ま
ち
づ

〈
り
』
が
軍
要
と
怠
っ
て
〈
る

(ま
あ
、
そ
の

よ
う
一
容
軍
服
こ
こ
で
陥
省
略
す
る
と
し
て

コ

と
に
か
く
、
高
速
道
を
利
用
し
て
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-主催
地方都市の文化を考えるシンポジ

ウム実行委員会 (事務局=上田市

文化会館)

・内容 (予定) ニ ~';:~~ð'
① 真田歌舞伎公演/ r寿曽我の対

面~工藤館の場J (真田歌舞伎

研究会の皆さん)

② シンポジウム/テーマ 『地芝

居と地方都市の文化を考える』

(国立劇場職員、益子輝之さん

ほか) のい削信ん削 u，
③禰棒歌舞伎公演/r伽羅先代萩

~御殿の場J (東部町補津東町

歌舞伎保存会の皆さん)

・その他
開場は午後 0時30分から

.問い合わせ

上田市文化会館 ([1胞0760)

2月15日也)労43
主催/上岡市文化芸街協会

τ百xit~1iー

.宮崎学さん
みやざさ まなぷ。
19哨年伊都市生ま
れ。1972年、動物写
真家として独立。特
に『けもの道』を中
心とした、晴乳類および猛禽須の織影で、
独自の分野を開錯。現在{立、駒ケ根市に在
住。日本写真飽会会員。救援活動も檎力的
に行っており 『アサヒカメラ』をはじめ、
19例年1月から 8月まで、 『フライデー』
に、ファインダー起しの動物を通じて人聞
社会を浮き彫りにする『宮崎学のアニマル
黙示録』を逮娘。
主な著書"rフクロウJr驚と鷹Jrけもの
遂の田季Jr野生に生きるJr宮崎学の自然
観覧車Jr森の 36 5 BJほか多数。

|問い合わせ/市文化全館[国民事0刊凶 |

1上

月里
18支
日1t
(士)含
午管区

? 二言
語 l
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時

分

¥ J 

.a圃鴎漬

マ演題・・・『文化のリサイクJレ』

~生きものたちから学びとるもの~

マ講師 宮崎 学さん (写真家)

.'電車I~ディスカッション
マテーマ 『一幕 らLと環境

向こうにあるものー』

マコーディネーター

長島伸ーさん (長野大学敏捜〕

マパネリスト

宮崎 学さん (写真家)

守口爽和さん (スクラップアーチスト)

小池園枝さん (上国市文化芸術協会事務局長}
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